
科目名 履修学年 単位数 教科書 副教材等 

数学Ａ １ ２ 数研出版 新編数学Ａ 数研出版 ３ＴＲＩＡＬ 数学Ⅰ＋Ａ 

 

評価の観点 到達目標および評価の内容 

a 知識・技能 

図形の性質、場合の数と確率についての基礎的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、数

学と人間の活動の関係について認識を深め、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・

処理したりする技能を身に付けている。 

b 思考・判断・表現 

図形の構成要素間の関係などに着目し、図形の性質を見いだし、論理的に考察する力、不確実な事象

に着目し、確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさを判断する力、数学と人間の活動との関わり

に着目し、事象に数学の構造を見いだし、数理的に考察する力を養う。 

c 主体的に学習に

取り組む態度 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう

とする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造

性の基礎を養う。 

評価の方法 

単元テスト、課題等の提出状況、学習活動への取組などの総合評価となります。 

 

年間指導計画 
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第１章 場合の数と確率 

 

１ 集合の要素の個数 

 

２ 場合の数 

 

３ 順列 

 

４ 組合せ 

 

５ 事象と確率 

 

６ 確率の基本性質 

 

７ 独立な試行と確率 

 

８ 条件付き確率 

 

９ 期待値 
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第２章 図形の性質 

 

１ 三角形の辺の比 

 

２ 三角形の外心・内心・重心 

 

３ チェバの定理 

メネラウスの定理 

 

４ 円に内接する四角形 

 

５ 円と直線 

 

６ ２つの円 

 

７ 作図 

 

８ 直線と平面 

 

９ 空間図形と多面体 
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計 70 

※原則として一つの単元ですべての観点について評価するが、特に重点的に評価を行う観点について○をつけている。 

 

履修上および学習上の留意事項 

 数学Ⅰと同様に習熟度別クラス展開を行う。数学Ⅱなどに継続していく大切な科目であるため、しっかり学ぶこと。 

 


